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◯34 番（松野 隆）登壇 私は、公明党福岡市議団を代表し、青色防犯灯パトロールカー

への助成制度について、本市における情報発信ツールの活用について、そして南区花畑周辺

地域の交通渋滞対策等についてお尋ねします。当局の前向きな答弁を期待いたします。 

 まず初めに、青色防犯灯パトロールカーへの助成制度についてお尋ねします。 

 去る３月 25 日、本市城南区の路上で帰宅途中の女性会社員が刃物で刺され重傷を負い、

事件が未解決のまま、周辺住民の皆様が不安な生活を余儀なくされ、その約３週間後、今度

は早良区において、自宅アパート前で 78 歳の女性が同一犯に刺殺されるという凄惨な事件

が発生しました。また、近年、登下校中や外出時の児童が、性犯罪や突発的な殺傷の犠牲と

なる等の事件が全国的に多発しており、地域の防犯と安全の確保、子どもたちを犯罪からい

かに守るかは、地域住民にとりましては極めて大きな課題となっております。このため、各

自治会等においては、防犯ボランティアによる見守りや青色パトロールカーによる巡回な

ど、自主的な防犯活動に取り組まれております。そこでお尋ねします。本市における防犯ボ

ランティア団体数及び青色防犯灯装備車によるパトロール活動を行っている校区数、過去

３年の団体の増加数をお知らせください。また、青色防犯灯装備車両購入費用及び活動に係

る経費に対する補助金の制度についてお答えください。 

 次に、本市における情報発信ツールの活用についてお尋ねします。 

 近年、日本を取り巻くパソコンや携帯電話など、コミュニケーションツールの機能性向上

を背景にし、普及率もここ 10 年で急増しました。対して、家庭や企業の固定電話や公衆電

話の使用頻度や設置数は下がる一方です。ある統計データによりますと、携帯電話の普及率

は、内閣府調査では、2008 年３月の時点で 90％超となり、パソコンは 73％、インターネッ

ト利用率は携帯電話での利用も含め、2006 年現在で約 79％と高水準に至っております。家

庭にいながら、趣味から実用まで幅広い活動の手段として欠かせないツールであります。本

市も最近リニューアルされたホームページや市政だより等を通じ、各年代層にさまざまな

情報提供を行っております。市民の中には、市政に関する情報を必要に応じ意識的に収集す

る人もいれば、人づてにたまたま情報を知った人、または全く知らない人など、情報の受け

手側もさまざまであり、最近はメールマガジンへの登録者に対する情報発信も進んできま

した。そこでお尋ねします。本市広報課が行っているメールマガジンの現在の登録会員数と、

会員数の推移についてお知らせください。今年度より環境局によるごみ出し日メール通知

サービスが始まりますが、それ以外に部局別に主なものについてお答えください。 

 続いて、過日、飯塚市の本町商店街において大規模火災が発生し、本市におきましても南

区の曰佐中学校において、深夜に放火事件が起きました。同じ地域や周辺で放火が連続する

ことも多々あり、火災に対する市民の関心も非常に高まってきております。そこで、過去３

年間の火災発生件数の推移と、死傷者の全体に対する 65 歳以上の高齢者の割合及び火災原

因の主なものについてお答えください。 



 南区花畑周辺地区の交通渋滞対策等についてのお尋ねです。 

 去る３月３日、国道 202 号福岡外環状道路、がんセンターから堤交差点間２キロが供用

開始となりました。全体延長 16.2 キロのうち、既に 15.2 キロが供用開始され、平成 22 年

度の完成に向け、現在、鋭意建設が進められております。全線供用開始になれば、これまで

にない福岡都市圏内の短時間での横断を可能にし、さらに九州道、西九州道とのアクセス性

も飛躍的に向上する福岡市民待望の道路整備事業であります。私も、一日も早い完成を楽し

みにしております。 

 さて、南区花畑地域は、福岡都市高速道路の野多目～堤区間のほぼ中間地点に位置し、西

花畑校区にある福岡県自動車運転免許試験場に隣接し、運転免許を有するすべての福岡市

民が免許の更新時には集中する特殊な拠点を抱えております。さらに花畑地域の南側を東

西に走る老司片江線は、朝夕の通勤時間帯には慢性的な交通渋滞が厳しく、校区の四隅を交

通渋滞が著しい交差点に囲まれ、道路交通事情は決してよい地域とは言えません。野間四つ

角から若久、花畑を結ぶ野間屋形原線の整備が現外環状道路まで進んだおかげで、高宮、野

間周辺地域との移動時間は格段に短縮されました。しかしながら、福岡外環状道路と地域幹

線道路を結ぶ交差点の車の出入りは著しく、今後予定されております交差点改良事業に大

きな期待をいたしております。さらに、昭和 21 年に都市計画道路に定められました野間屋

形原線の未着手区間の今後の方向性によりましては、花畑地域周辺の交通渋滞事情は大き

く左右されることとなります。そこでお尋ねします。現在の福岡外環状道路から南側の老司

片江線に至る都市計画道路野間屋形原線事業における未着手区間の計画では、計画幅員が

11 メートルと、今のままでは狭いと考えますが、今後の計画についてお答えください。 

 以上で１問目を終わります。２問目からは自席にて質問いたします。 

◯副議長（久保 浩） 陶山市民局長。 

◯市民局長（陶山博道） 青色防犯灯パトロールカーへの助成制度についてのお尋ねでござ

いますが、まず福岡市の防犯ボランティア団体数につきましては、平成 19 年度の福岡県警

の調査によりますと、構成員が５名以上で月に１回以上防犯パトロールを行っている団体

数は、福岡市内において 153 団体でございます。 

 次に、青色防犯灯装備車によるパトロール活動を行っている福岡市内の校区数でござい

ますが、平成 19 年９月現在で 41 校区ございます。また、過去３年間の防犯ボランティア

団体数は、福岡県警の調査によりますと、平成 17 年度が 73 団体、平成 18 年度が 173 団

体、平成 19 年度は 153 団体となっております。 

 次に、青色防犯灯装備車両購入費用及び活動経費に対する補助制度についてでございま

すが、地域の防犯パトロールカーには、本市の庁用軽自動車の譲渡、民間からの寄贈、校区

による自主購入などがあります。活動に必要な車両の自主購入経費や塗装、車検、任意保険、

自賠責保険への加入、修繕、ガソリン代などの経費につきましては、校区単位の自治支援を

目的として自治協議会にお渡ししております活力あるまちづくり支援事業補助金の中で幅

広く充てていただけることとしており、各校区の状況に応じて活用をいただいておるとこ



ろでございます。以上でございます。 

◯副議長（久保 浩） 中島総務企画局長。 

◯総務企画局長（中島紹男） メールマガジンに関してのお尋ねでございますが、広報課が

配信いたしております福岡市メールマガジンは、平成 14 年３月に創刊をいたしております。

その登録会員数の推移につきましては、平成 17 年２月の登録者数が 1,095 人、その後、毎

年約 300 人程度増加いたしておりまして、平成 20 年６月現在で 2,008 人となっておりま

す。 

 また、本市においてメール機能を活用し、情報を発信しているものにつきましては、先ほ

どの福岡市メールマガジンのほか、総務企画局所管の福岡アジア文化賞メールマガジンや、

市民局所管の防災メール、経済振興局所管の創業応援ニュース、教育委員会所管の福岡アジ

ア美術館あじびメールなど、全体で約 20 件ほどがございます。以上でございます。 

◯副議長（久保 浩） 相良消防局長。 

◯消防局長（相良文寛） 本市における過去３年間の火災の状況などでございますが、まず、

火災の件数につきましては、平成 17 年が 418 件、18 年が 460 件、19 年が 406 件となって

おります。 

 次に、死傷者のうち 65 歳以上の高齢者が占める割合でございますが、死者につきまして

は、平成 17 年が 13 人で、そのうち高齢者の方は４人で約 31％、18 年が 20 人で、そのう

ち高齢者の方が９人で 45％、19 年が 13 人で、そのうち高齢者の方は７人で約 54％となっ

ております。負傷者につきましては、平成 17 年が 80 人で、そのうち高齢者の方は 19 人で

約 24％、18 年が 98 人で、そのうち高齢者の方は 15 人で約 15％、19 年が 65 人で、その

うち高齢者の方は 11 人で約 17％となっております。 

 また、出火原因の主なものにつきましては、いずれの年も放火が最も多く、２番目がこん

ろ、３番目がたばこの順となっております。以上でございます。 

◯副議長（久保 浩） 松本住宅都市局長。 

◯住宅都市局長（松本法雄） 都市計画道路屋形原線の外環状道路から都市計画道路老司片

江線までの計画幅員 11 メートルの未着手区間のお尋ねでございますが、昨年度公表いたし

ました福岡市都市計画道路検証方針に基づきまして、自動車交通の円滑化や歩行者、自転車

の安全性向上などを踏まえた空間の確保や整備効果などの視点から、幅員を含めた検証を

進めてまいりたいと考えております。以上でございます。 

◯副議長（久保 浩） 松野隆議員。 

◯34 番（松野 隆） ２問目に入ります。 

 国家公安委員会によりますと、平成 18 年末における防犯ボランティア団体の全国総数は

３万 1,931 団体、前年同期比で 1.6 倍となり、その中で、特に青色防犯灯を装備した防犯パ

トロール車が大幅に増加しているとの報告がなされ、結果として防犯や交通安全の向上に

つながっていることはよいことであるとの指摘がありました。地域で防犯に対する啓発が

進み、意識も向上し、自主防犯ボランティア活動が活発化していることは、大変に頼もしく、



ありがたいことであります。 

 この質問に先立ち、私の地元南区で青色防犯パトロール活動に御尽力をいただいており

ます校区の関係者の皆さんから直接声をお聞きしました。率直な感想は、何と言いましても、

大変に御苦労が多いということです。本来、警察や行政でも物理的、精神的に大変な事業を、

いわば素人である校区の皆さんが、地域の安全、安心のために誠心誠意取り組んでいただい

ております。私がお伺いしました校区では、平成 18 年から校区防犯組合の皆さんが中心と

なり、パトロールを開始され、当初、乗車隊員の確保も難航し、運営委員会を設置、曜日別

担当者制にするなど、さまざまな御努力を経られ、活動が徐々に軌道に乗り始めたそうであ

ります。今では 160 名に上る皆さんが隊員として登録され、地元小学校の教諭、公民館の

職員の皆さんを初め、地域住民の御理解と御協力により、活動も広がったそうであります。

活動レポートにも、不審者や事故に遭遇したり、登校していない児童を捜索したりと大活躍

で、校区内の犯罪発生率も、パトロール開始後は開始前と比較し、事実として減少しており

ます。しかし、関係者の皆様の御苦労はいまだに尽きません。会の運営だけでも大変な上、

地元警察での諸手続や隊員の講習、パトロール実施者証の配付や回収、道路交通法上の縛り

による御苦労などがあります。本市においてミニパトを導入した校区の例を挙げますと、パ

トロールカーはディーラー、地元企業やライオンズクラブ等からの寄贈もしくは自前で軽

中古車を購入など。活動にかかる維持、運営経費は、バザー収入、町費、中にはボランティ

アのメンバーが自費でガソリンを購入されているところもあります。 

 先日、大阪府の堺市に青色防犯パトロール活動についての調査に行ってまいりました。堺

市は政令指定都市として、地域の青色防犯パトロール事業の啓発、推進に先進的に取り組ん

でおります。平成 16 年度より全国的にスタートした同事業ですが、堺市では平成 17 年当

初、まだ地域の防犯団体が１つもなかったころ、市所有の防犯広報専用車両に青色灯をつけ、

外部企業に年間 1,000 万円の費用をかけて約２年間委託発注をしておりました。その事業

に対し、一部の市民から、自分たちがパトロールをやれば市の経費が節減できるとのエール

が送られ、当初、庁用自動車２台を自治連合会に寄贈しておりましたが、行政が手の届かな

い地域の安全確保を一層進めるために研究した結果、宝くじの収益金の助成事業を活用す

れば、自主財源を用いずに新車の購入ができることがわかり、以来、新車に青色防犯灯や放

送機器を 30 万円かけて改造し、市が定めた条件を満たす団体に対し、平成 18 年度実績で

20 台、約 2,000 万円、平成 19 年度 12 台、約 1,200 万円、平成 20 年４月現在で計 32 台の

新車を地域の団体に譲渡しており、既に市域の 65％を網羅しております。新車の譲渡を受

けることで、地域住民の防犯活動に対する意識も飛躍的に向上しましたとの説明もありま

した。 

 本市も、パトカー走って安全っ隊事業において、庁用自動車の無償譲渡を行っております

が、マニュアル自動車では運転できない方が圧倒的に多く、譲渡希望が出ないことや、オー

トマチック車でも譲り受けた途端に故障し、余分な出費がかさんでしまったなどの実態も

あります。また、市内に本社を置く企業からも新車の寄贈事業が行われておりますが、本市



として、もっと積極的に新車の譲渡が行えないのか、お答えください。 

 また、堺市では、新車の譲渡以外にも、市民が安心して暮らすことのできる地域社会の形

成に寄与するため、堺市の区域内で、固定式青色回転灯を装備した専用車両を用いて、地域

団体と共働し、自主的に防犯パトロール活動を実践する団体の活動支援を目的に、青色防犯

パトロール活動事業の一部を補助金として交付しますとうたい、維持、活動経費を補助して

おります。また、堺市の場合、１団体で１台のミニパトを所有している場合の年間経費を約

20 万円と試算し、かかる経費の約 50％を補助金として支給しており、対象となる経費も任

意保険、自賠責などの保険料、軽自動車税、重量税など公租公課費、ガソリン代、点検整備

など修繕料、２万円以下の車両用品など消耗品費、会議開催に伴う会議費、資料、チラシ作

成など印刷費、駐車場賃借料と、ほぼすべての活動に自由に使える内容となっております。 

 本市における同事業において、関係者の皆さんの最大の悩みも、車両の確保やタイヤ交換

など、消耗品の維持経費と、高騰するガソリン代など活動経費の確保にあります。本市でも、

一定の要件を定め条件を満たす団体に、現在自治協議会に助成している金額の枠の外で補

助金として交付することができないのか、お答えください。 

 次に、情報発信ツールについてです。 

 核家族化の進展に伴い、高齢者の夫婦もしくは単身世帯化が急速に進み、地域における見

守りが重要になってまいりました。また、ごく最近、硫化水素による自殺が近隣住人を巻き

込み、被害を拡大させるなど、新たな課題も発生、私の地元におきましても、同じような事

件が５月以降既に２度発生し、周辺の道路封鎖、避難者が出るなど、かつてない事件に地域

住民の不安も募るばかりです。申すまでもなく、火災や自然災害から人命を守り、財産の消

失を防ぐため、行政の責務は大変重大であります。しかしながら、火災に関しましては、私

が子どものころから、消防車のサイレンが聞こえると、271-1191 と急いで電話のダイヤル

を回し、場所の特定をしておりました。最近は、福岡市内災害情報ダイヤル 0180-99-9595

と番号は変わりましたが、サイレン音や何がしかの一報を得てからでなければ詳細な情報

を知るすべがないことは、昔も今も変わりありません。仕事や旅行で、自宅や市内の親兄弟

の家から遠く離れる際には、偶然火災現場の近くに居合わせた友人や家族や親戚などから

の連絡がなければ、対応が後手に回ってしまい、結果に少なからず影響を与えることもある

と思います。 

 情報には、大分後から人づてに知っても何の問題もないものもあれば、災害や火災に代表

されますような、タイムラグが命取りになる場合もあります。情報ツールが格段に普及した

今、情報発信にこれを利用しない手はありません。さきに述べましたように、地域の子ども

からお年寄りまで、事件や災害から皆で守り合う時代であります。これからは、時代に見合

う情報提供を行うべきです。既に北九州、仙台、川崎、千葉の４政令市におきまして、火災

情報等配信メールサービスを導入し、そのうち３市につきましては、火災、救助、警戒、救

急の４つの種別について希望する市民に情報提供しております。本市におきましても、自宅

や親兄弟の住む行政区内での火災など種別情報を本人の希望により登録しておけば、時間



的誤差もなく、手元の携帯電話に情報が届くメールサービスを早急に導入すべきであると

考えますが、当局のお考えをお示しください。 

 一方、先ほど答弁にありましたように、実用情報から文化、芸術に関する情報など、数多

くの情報発信を行っているわけですから、今後の課題として、本市が行っておりますメール

マガジンへの登録会員数をもっとふやさなければならないと思います。そのためにも今後、

より多くの市民がみずから会員登録をしたくなるような情報を発信することが、まず大事

だと思います。先ほど御答弁にありました約 20 の庁内メールマガジンを広報課で発信して

いるメールマガジンから案内を一元化し発信する。また、時に夢のある情報や地元の笑い話

など、話題性の高い情報を発信しつつ、市民にメールマガジンの登録啓発を図ってはいかが

でしょうか。お答えください。 

 花畑地域についてであります。 

 そもそも花畑地域の交通事情に対する要望は昔から多かったとお聞きしております。過

去には、区役所への申し入れも行われております。まず、野間大池から皿山、花畑、柏原を

結ぶ市道野間花畑線は、片側１車線で、路線バスの離合も困難な狭い通りで、渋滞が多く、

歩道も狭く、歩道を歩くお年寄りやお子さんにとりましても大変危険な通りであります。こ

の市道野間花畑線の歩道の狭い箇所については、電柱を民地へ移設させることも含め移設

を検討できないのか、お尋ねします。 

 また、野間花畑線のバス停付近では、バス待ちの人であふれ、大変危険な状況であると考

えておりますが、野間花畑線沿線を買収し道路を拡幅することは、期間とか事業費の面から

現実的には難しいと思われます。せめてバス停周辺だけでも歩道の拡幅の検討を行ってほ

しいと思いますが、自動車免許試験場バス停付近につきましては、特に人も多く危険なので、

早急に歩道の拡幅の対策を講じていただきたいと考えております。当局のお考えをお尋ね

します。 

 柏原交差点は、平成 10 年ごろに交差点改良されましたが、現在、外環状道路との結節の

影響もあり、渋滞しております。そのため、１本裏手の樋井川沿いの生活道路は朝夕、片江

線に迂回する多くの車両の裏道として、沿線の住民も大変迷惑しておられます。既に県警に

対し、交通規制等の要望は上がっておりますが、柏原交差点の渋滞緩和も同時に必要だと思

われます。そこで、信号機による交通規制の改善が必要であると思いますが、道路管理者と

して、強く要望していただきたいと思います。 

 自動車免許試験場では、現在、毎月第４日曜日に免許更新を受け付けておりますが、月に

よりましては、周辺が大渋滞となり、外環状道路は車が動かず、生活道路にまで車両が進入

し、周辺住民の生活にも大きな影響が出ております。全線供用開始により４車線となれば、

少しは渋滞も緩和することと思われますが、沿線住民の皆さんは、近い将来、外環状道路を

路線バスが営業運行することも望んでおられ、そのためにも、今のような渋滞が起こること

のないよう、抜本的な対策が必要だと思います。長崎県の例にありますように、本市におき

ましても、そろそろ各警察署において免許更新事業が行われればと思っておりますが、これ



まで、福岡県警と本市の意見交換の機会はありましたでしょうか。あったとしたら、この免

許更新の話題なり要望なりが出たことはないのか、お答えください。 

 以上で２問目を終わります。 

◯副議長（久保 浩） 陶山市民局長。 

◯市民局長（陶山博道） 防犯パトロールカーの譲渡についてでございますが、現在、使用

期間が満了した庁用軽自動車を地域に譲渡するパトカー走って安全っ隊事業を実施してお

り、新車の譲渡は行っていないところでございます。地域の要望が多いオートマチック車に

つきましては、今後、譲渡可能台数の増加が見込まれるところであり、また、平成 19 年度

からは、市が車検整備を行った上で、２年間は使用できる状態で譲渡を行うことで、地域の

負担を軽減する措置を講じております。今後も、パトロールカーの譲渡につきましては、パ

トカー走って安全っ隊事業を活用していただくことで対応してまいりたいと考えておりま

す。 

 次に、青色防犯灯装備車でパトロール活動を行う場合に、自治協議会に対する補助金の枠

外で補助金を交付できないかとのお尋ねでございますが、活力あるまちづくり支援事業補

助金につきましては、それまで分野別に交付しておりました９つの補助金を一本化し、各校

区で必要な事業にお使いいただける制度として、平成 16 年度に創設したものでございます。

平成 20 年度からは、さらに活用しやすい補助金となるよう、自治協議会の裁量の拡大や、

限度額の増額を図り、校区の安全、安心に関する事業を基本事業に位置づけるなど、地域の

実情に合わせた再編も行ったところでありまして、今後も補助金がより適切に活用される

よう支援を行ってまいります。あわせて、近年の地域防犯活動の重要性や議員御指摘の地域

を取り巻く状況も勘案しながら、行政としても、支援の充実など何らかの対応をとっていく

ことが必要と考えております。現在、活力あるまちづくり支援事業補助金による支援に加え

まして、区役所では防犯物品の提供や各種講座の開催なども行っているところでございま

す。今後は、ガソリン価格の上昇の影響なども含めまして、防犯パトロールカーによる活動

の実態も考慮し、少しでも地域の負担を軽減できるよう、より実情に沿った支援内容につい

て、各区役所とも協議しながら、検討を進めてまいりたいと考えております。 

 次に、福岡県警と市との意見交換についてでございますが、昭和 62 年から連絡会議とし

て毎年１回開催しております。福岡県警からは本部長及び関係部長が、市からは市長、副市

長及び関係局長が出席し、主要事業やお互いの要望事項についての情報交換を行っており

ます。この連絡会議におきまして、これまで市から福岡県警に対し、各警察署で免許更新が

できるよう要望として出したことはございません。以上でございます。 

◯副議長（久保 浩） 相良消防局長。 

◯消防局長（相良文寛） 火災情報などを携帯電話へ送信するメールサービスにつきまして

は、市民サービス向上の観点から、導入に向け今後、取り組みを進めてまいります。 

◯副議長（久保 浩） 中島総務企画局長。 

◯総務企画局長（中島紹男） 本市に関連いたしますメールマガジンの案内一元化につきま



しては、今後、実現に向けて検討してまいりたいと考えております。 

 また、広報課が配信をいたしておりますメールマガジンにつきましては、今後ともコンテ

ンツの魅力向上に努め、登録者数をふやすことによりまして、市民との有効なコミュニケー

ションツールとして活用してまいりたいというふうに考えておるところでございます。以

上でございます。 

◯副議長（久保 浩） 坂田道路下水道局長。 

◯道路下水道局長（坂田憲治） 市道野間花畑線の歩道の電柱移設についてのお尋ねでござ

いますが、この道路におきましては、平成 19 年度に皿山交差点から外環状道路までのうち

延長約 250 メーター区間の歩道について改修工事を行っております。現在、この区間にお

いて支障となる電柱の移設を行っているところでございます。今後も支障となっている電

柱につきましては、道路、歩道改修などにあわせて移設を進めるとともに、民地への移設を

含めた対応を適宜行ってまいります。 

 次に、自動車免許試験場バス停付近の歩道の拡幅についてでございますが、バス利用者や

歩行者などの安全性確保の観点から、今後、歩道の拡幅について検討を進めてまいります。

以上でございます。 

◯副議長（久保 浩） 松野隆議員。 

◯34 番（松野 隆） 今、市民局長からの答弁でございますけれども、基本的には、パト

ロールカー事業には自治協議会の予算を使ってくださいと。それで不足する分については、

新たに何らかの支援を検討しましょうということだと思いますけれども、それでは不十分

だと思います。問題は、市民の命を守るという最重要課題です。本市は一刻も早く、まずは、

地域防犯活動の実態を調査すべきであると思います。活動経費を自治協議会の予算内で賄

う現状のままでは、防犯への意識が高い校区とそうでない校区とでは、結果として、必然的

に大きな防犯対策に対する地域格差を生むことになります。ここに、この問題の特殊性があ

り、地域任せでは終わらない問題を抱えています。ですから、防犯活動に関する限り、活動

経費は最低限本市が保障すべきであると申し上げております。活動経費補助に対する回答

は、今後の防犯への取り組みに対する本市の姿勢を反映していると思います。防犯パトロー

ルを実施している南区のある校区では、都心部に近いこともあり、もともと犯罪発生率が多

かったのですが、犯罪発生率が高い時間帯ごとの犯罪発生率が減少したとの報告が警察よ

り公表されております。また、平成 18 年のひったくり件数が 30 件であったのが、翌年に

は 15 件に半減したと、同じく南警察署より報告されております。防犯ボランティアの皆さ

んの地域安全への貢献度は高いと思います。 

 一方で、去る６月６日付の新聞報道によりますと、県内で起きた性犯罪被害の認知件数が、

昨年、人口 10 万人に対する発生率で全国ワースト１位だったそうであります。実件数では、

強姦事件、強制わいせつなど、女性の被害者が多いと思われる犯罪が多く、被害者は年齢別

で 29 歳以下が全体の９割、学生別では、高校生が最多とありました。防犯ボランティアの

地域貢献度に対して、本市として全国ワーストワンの汚名を返上すべく、次なる取り組みを



真剣に検討していただきたいと思います。 

 先週の日曜日には、東京の秋葉原で、通り魔から 10 人以上が刺されるという事件もあり、

最近この手の事件がふえ、だれがどこで、どんな事件に巻き込まれるか、だれにもわかりま

せん。防犯ボランティアの皆さんも、経験上、不審者に遭遇されたりと、御自身が犯罪に巻

き込まれることもあり得るわけです。地域住民を犯罪から守りつつ、防犯活動にかかわる皆

さんの安全を確保することも今後も市の重要な課題であり、ミニパトでの活動は、両方を確

保できる活動手段として大変重要であると確信します。もう少し、支援に対して具体的な答

弁が欲しいところでしたけれども、先ほどの答弁にありました、何らかの対応が必要だとい

う認識、実態を考慮して、地域の実情に沿った支援がどう具体的に今後検討されるのか、そ

の推移に注目してまいりたいと思います。今後の本市防犯活動に対する支援事業について、

吉田市長の御決意をお伺いします。 

 情報発信ツールについてです。 

 情報発信といえば、御存じの方も多いと思いますが、ＮＯＲＡＤ、北米航空宇宙防衛指令

部が毎年本気でサンタクロースの現在地を追跡し、その位置を刻一刻と知らせてくれる「Ｎ

ＯＲＡＤTracksSanta」というホームページサイトがあります。このミッションは、さかの

ぼること 53 年前、あるスーパーマーケットが子ども相手にサンタクロースと話ができるホ

ットラインを広告に載せたところ、間違ってＮＯＲＡＤの前身である中央防衛航空軍基地

の司令長官へのホットラインを載せてしまい、子どもからの問い合わせの電話に出た長官

は真摯に部下に命じて、サンタがどこにいるか調べさせた結果、サンタクロースが本当に北

極から移動した形跡が見つかり、長官はサンタが南への移動を確認と子どもに答え、以来 50

年以上、サンタの追跡プログラムは実行され、現在、日本語による音声情報を含む６カ国語

のサイトが運営されており、ある年には、180 カ国から９億件のアクセスがあったとされて

おります。大変夢がある話だと思います。 

 情報は時に有益で、時に有害となり得ます。しかしながら、行政が発信する情報は、市民

生活に直結する極めて重要な情報ではないでしょうか。しかし、述べましたように、受け手

側もさまざまであります。市民が情報を収集すると同時に、これまで以上に行政側から積極

的に情報発信を行い、より多くの市民とコミュニケーション促進を図ることが大切ではな

いでしょうか。本市のホームページにあります「市長朔日日記」を読みましたけれども、御

自身のことを、インターネットサーフィンで溺れかかったと市長も記されておりましたけ

れども、率直な御所見をお聞かせいただきたいと思います。 

 最後に、南区の件ですが、福岡県警での定期的な意見交換会におきまして、今後ぜひ各警

察署での免許更新の実施を要望していただきたいと思います。 

 また、都市計画道路野間屋形原線につきましては、沿線住民から、那珂川町と屋形原を結

ぶ、やはり混雑の激しいやよい坂とを直接結んでほしいとの要望も数多く出ておりますが、

いずれにしましても、幅員 11 メートルで、２メートルの歩道しかできない現計画では、老

司片江線の渋滞緩和どころか、ますます渋滞することが目に見えております。せっかく外環



状道路が開通し、利便性の向上を図るのであれば、都市計画道路との結節を考えた上で、ぜ

ひとも広域、中域でのさらなる機能性の向上を検討していただきたいと思います。今後、同

事業への取り組みをぜひともスピードアップされ、平成 22 年の外環状道路の全線供用開始

にあわせ、計画の方向性が確定できますよう、ここは周辺住民、関係機関との緊密な連携に

より、都市計画道路の抜本的見直しも含め、検討していただきたいと強く要望しまして、私

の質問を終わります。 

◯副議長（久保 浩） 吉田市長。 

◯市長（吉田 宏） ミニパトなどの防犯の全般への御質問でございました。先週のあの秋

葉原の事件も大変ショッキングな事件で、私もすぐ庁議で幹部に、まず我々がみずからイベ

ントを主催する場合もよくありますので、人が集まるということに対してしっかりとした

責任感を持って臨んでほしいという旨はすぐ伝えました。それぐらい、我々の回りにいつ何

どきそういった危険が来るかわからない時代になっております。 

 また、議員の御質問にもありましたけど、早良の刺殺事件であるとか、また、曰佐中学校

の火災とかありましたですね。そういったときに、地域の皆さんがすぐ出て、日常からの防

犯活動も含めて大変御尽力いただいていることについては、改めてこの場をおかりしまし

て感謝をしたいと思います。私も早良のときには防犯活動に一緒に行きましたけれども、本

当に熱心に回っていただいておりました。防犯というのは、つまり防ぐわけですから、そう

いった犯罪を防ぐのには、やはり予防の体制をどうつくるかということが一番大事かと思

います。その点で、御質問された青色防犯灯のパトロールカー、大変効果が上がっていると

思います。思うんですが、確かにガソリンの高騰などを含めまして、今までの補助金の使い

方の中だけでいいかどうかというのは、現実的な議論として、今大変考えなきゃいけないテ

ーマになっているだろうというふうに思います。今自治協議会にお渡ししております活力

あるまちづくり資金、これを活用していただくだけでなく、これから先、防犯情報及び防犯

ノウハウの提供や地域の負担の軽減につながるように、支援の充実について検討してまい

りたいと思っております。 

 それから、ＩＴのツールのほうですけれども、私は、ＩＴ能力は平均かそれ以下ぐらいか

なと私自身が思っておりますが、ＩＴを活用してのさまざまな行政活動というのは、これか

らもっと重要になるという認識は強く持っておりまして、今回の御指摘は、メルマガなどの

我々が今持っておりますツールについてのお尋ねでして、さっき局長の答弁もありました

が、幾つもやっておるわけですけど、少しばらばらな感じがあり、それから、まだまだ周知

が足りない部分もあるというふうには承知をしております。メールマガジンの登録にして

も、せっかく頑張ってつくっているんですが、もう少し登録していただけるように、内容の

充実というのがまず大事かなとも思っております。 

 いずれにしましても、これらＩＴを利用しました情報発信につきましては、特にメールマ

ガジンの案内は一元化をして、すっきりと使いやすいようにしたいと思いますし、コンテン

ツの魅力の向上、そして、それによって情報の発信力を高めまして、皆さんにもう少し使っ



ていただけるように工夫を重ねていきたいと思います。よろしくお願いしたいと思います。 

 


